
 

   
 
 
 

令和３年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和 2度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 

具体的な方策 評価の観点 

１ 
教育課程 
学習指導 

 
 
児童・生徒が主
体的に学び行動
し、対話的に学
び高めあう力を
育み、地域の資
源等を活用した
活動を取り入
れ、社会に開か
れた教育課程を
編成する 
 
 
 
 

①校内研究のテ
ーマとして授業
実 践 ・ 授 業 改
善・授業研究に
取組む。 

 

 

 

 

②地域の資源等
を活かした活動
や授業を実践し
検証する。 

①教員一人一回テ
ーマを取り入れた
研究授業を行う。
（略案可） 
 
 
 
 
 
 
 
②各学部で地域の
資源を活用した授
業に取組む。 

①テーマを取り入れた
授業について教員一人
一回の研究授業を実施
し、生徒・保護者・他
の教員による評価を得
て授業改善できたか。 
 
 
 
 
 
②各学部で地域の資源
を活用した授業を工夫
して取組むことができ
た。 

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

 
 
 
 
児童・生徒一人
ひとりのニーズ
に応じた専門性
の高い指導を行
うと共に校内指
導体制をさらに
整備する。 
 
 
 

①「学部コーデ
ィネーター」の
役 割 を 明 確 化
し、学部・部門
内での相談・支
援体制を充実さ
せる。 
 
 
②学部や児童・
生徒の実態に応
じた「アセスメ
ント」を行い授
業 等 へ 活 用 す
る。 
 
 

①「学部コーディ
ネーター」が核と
なり、学部のケー
ス会や研修を行
う。 
 
 
 
 
②各学部で「アセ
スメント」につい
ての研修を専門職
等と協力して実施
し、個別教育計画
を作成に際し活用
する。 

①「学部コーディネー
ター」の役割が明確と
なり学部の実態に応じ
たケース会や研修が実
施できたか。 
 
 
 
 
②アセスメントを活用
して作成した個別教育
計画に基づき、授業計
画をたて実施できた
か。（教員アンケート
での「授業で活用でき
た」85％） 

３ 進路指導・支援 

 
 
個々のライフキ
ャリア・ワーク
キャリアを見据
えた進路指導・
支援を行う。 
 

①全ての学部の
教 員 が 進 路 指
導・支援に関す
る知識や実践力
を向上させる。 
 
 
 
②全学部でキャ
リアパスポート
の活用に向けて
理解を深める。 

①学部に応じ、進
路に関する研修を
実施する。 
 
 
 
 
 
②作成・活用につ
いての研修を行
う。 

①進路に関する研修に
より知識や実践力が向
上できたか。（教員ア
ンケート「向上でき
た」85％） 
 
 
 
②キャリアパスポート
の活用について理解が
進み作成できたか。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和 2度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 

具体的な方策 評価の観点 

４ 地域等との協働 

 
 
 
 
地域のセンター
的機能の充実を
図るとともに、
地域と連携した
活動の機会を設
ける 
 
 

①教育相談コー
ディネーターを
核に校内の人材
を活用しながら
学校コンサルテ
ーションを充実
させる。 

 

  

②地域に中原養
護学校の持つ資
源を発信してい
く。 
 
 

①学校コンサルテ
ーションの際にニ
ーズに適した校内
の人材も同行させ
る。 
 
 
 
 
 
②教材データベー
スや校内人材バン
クを作成し、本校
の持つ資源につい
て情報整理をす
る。 

①地域のニーズに応じ
た学校コンサルテーシ
ョンが実施できたか。 
 
 
 
 
 
 
 
②本校の持つ資源を校
内で共有し、地域へ発
信していくことができ
たか。 

５ 
学校管理 
学校運営 

 
 
保護者や地域か
ら信頼・信用さ
れる安心安全な
学校づくりを行
う。 
 
 
 

①安心安全で効
率的な業務が遂
行できる職場環
境を作る。 
 
 
 
 
 
②保護者や地域
に学校から適時
情報発信を行う 
 
 

①安心安全な環境
や効率的な業務改
善についてアイデ
ア提案を募り具現
化を検討する。 
 
 
 
 
②HP やツイッタ
ー、文書などを効
果的に利用し情報
発信を行う。 

①アイデア・提案が具
現化され職場環境が改
善されたか。（教員ア
ンケートから肯定的意
見 80％以上） 
 
 
 
 
②様々な情報が発信さ
れたか。（保護者アン
ケートで肯定的意見
80％） 

 

 


